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道路網に関するモニタリングについて

資料３



1

１．モニタリングについて
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モニタリングの目的及び考え方

 モニタリングは、道路網計画、道路整備計画の事業の進捗状況や整備効果を把握して、今後の各計画の
更新・改定に向けた点検作業であり、特に計画策定後、事業を実施する地区においては、想定していない
道路交通の変化等を検証するため、モニタリングを実施

 モニタリングは、各計画の推進に関する事業推進状況モニタリング、道路交通に関するデータモニタリングを実
施することとし、５年に１度の各計画の更新・改定のPDCAサイクルの際に、モニタリングの状況を踏まえて、
検証を実施

事業推進状況モニタリング データモニタリング
・道路網計画に関するモニタリング

・道路整備計画に関するモニタリング

・市内道路の自動車交通量の状況

図 令和3年度自動車交通量図

図 さいたま市の都市計画道路（整備状況・類型化別）

図 供用路線の整備効果

出典︓令和3年度道路交通センサス
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モニタリング項目

 事業推進状況モニタリングでは、道路網計画及び道路整備計画の推進状況の報告を実施
 データモニタリングでは、道路交通に関する各種データを整理・分析してモニタリングを実施

項目 目的 具体の内容 モニタリング頻度
事業推進
状況
モニタリング

道路網計画の
推進状況

道路網計画が着実に推進しているかの確
認

 類型化した路線の推進状況
 地区交通プランの検討・推進状況

年に１回

道路整備
計画の推進状況

道路整備が着実に推進しているかの確認  道路整備（歩道、交差点含む）
の推進状況

年に１回

データ
モニタリング

道路交通に
関するデータ

道路整備計画の基本方針１・２の評価
項目の内容がどう変化しているかの確認

 自動車交通量、混雑度 (道路
交通センサスデータ、交通量調査
結果等）

適宜
センサスは５年に１
回

道路整備計画の基本方針３の評価項
目の内容がどう変化しているかの確認

 事故発生状況（県警データ等）
 歩行者データ（ビッグデータ等）

年に１回

その他
モニタリング

道路事業に関する
最新動向

国や最新技術の動向の確認  国や最新技術の動向 適宜

道路整備計画の方針
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今後の展開

 本市では、EBPM（証拠に基づく政策立案）の取組として、「さいたまシティスタット（各種統計や施策・事
業に係る数値等の行政情報を庁内において共有し、これらのデータを分析することにより、市民ニーズや課
題の把握、解決策の企画立案等に活かす取組）」を進めている

 今後は、モニタリングデータの公表を進めるとともに、将来的にはオープンデータ化を予定

人流データ（都心・副都心）

https://www.city.saitama.lg.jp/006/013/010/p114497.html

https://www.city.saitama.lg.jp/006/013/010/p114497.html
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２．事業状況モニタリング
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２‐１．道路網計画の進捗状況
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検討対象路線（前回計画の廃止候補路線の未廃止路線を含む）

都市構造からみた評価 道路の役割・機能からみた評価

さいたま市が目指すべき道路ネットワーク（将来道路網）

必要性が確認された都市計画道路

整備済路線
事業中の路線

未整備の路線

整備済路線
事業中路線

断面・機能
見直し路線

存続路線 計画
再検討路線

予定路線整備済路線
都計道以外

断面・機能
見直し路線
都計道以外

事業化
検討路線

廃止候補
路線

必要性が確認された
都市計画道路以外の

路線

検討状況の再確認

道路整備
計画へ

道路整備計画や
各地区のプランへ

現道

必要性が確認されなかった都市計画道路

必要性が確認されなかった都市計画道路以外

車線数・幅員のチェック

構想段階の路線構想段階以外の路線

各地区の
プランへ

事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

 今年度は、類型化路線のうち、「断面・機能見直し路線」の在り方の検討、及び「廃止候補路線」の廃止
に向けた取組を実施
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事業推進状況モニタリングー断面・機能見直し路線ー

 断面構成に関連する各種計画を所管する部署とWGを実施し、意見交換を実施
 今後、断面構成に関連する各種計画の改定時に、関連計画側で幅員の考え方について再整理したうえで、
道路網計画の中間見直し（令和９年度予定）の際に、関連計画側で示された考え方（ネットワーク）を
基に断面・機能見直し路線を再選定予定

断面・機能見直し路線

整備は完了しているが、道路の持つ
べき機能と、道路の計画幅員が不整合
の路線で、今後、計画幅員の変更や、
道路の持つべき機能の見直しが必要な
路線

断面・機能見直し路線
（都市計画道路以外）

道路の持つべき機能と、現道の幅員
が不整合の路線で、今後、道路の拡幅
の検討や道路の持つべき機能の見直
しが必要な路線

対象路線類型の概要

類型化（一般道）
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事業推進状況モニタリングー廃止候補路線ー

 今年度は、廃止候補路線として位置付けた路線のうち、中山道（国道２９８号〜国道１７号）につい
て地元説明会を実施

 次年度は、地元合意形成及び関係機関協議を実施予定

本計画対象路線
(オレンジ線)

六辻交差点

辻南小学校

(蕨市)

指扇三橋線

辻中央通り線
（R5.9.1廃止済）

中山道
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分別 エリア 担当部署 検討状況 詳細・理由 プラン名 地区の計画

推進エリア 大宮駅 東日本交流拠点整備課
大宮駅東口まちづくり事務所
大宮駅西口まちづくり事務所

策定済 大宮駅西口においても、ウォーカ
ブルなまちづくりビジョンとあわせて
地区交通を検討予定

大宮GCSプラン2020等 大宮駅周辺地域
戦略ビジョン

検討エリア さいたま
新都心駅

都心整備課 現状分析 さいたま新都心
将来ビジョン

検討エリア 浦和駅 都心整備課 検討準備 浦和駅周辺
まちづくりビジョン

検討エリア 武蔵浦和駅 浦和西部まちづくり事務所 今後の開発計画の進捗に合わ
せ適宜検討予定

武蔵浦和駅周辺
地区都市総合再
開発計画

検討エリア 浦和美園駅 浦和東部まちづくり事務所 策定済 美園地区エリア交通戦略 美園スタジアムタウ
ンビジョン2050

検討エリア 日進・宮原駅 日進指扇まちづくり事務所

検討エリア 岩槻駅 岩槻まちづくり事務所
（未来都市推進部）

令和7年度以降に岩槻駅周辺
のまちのあり方を検討予定

第２次岩槻
マスタープラン

検討エリア 与野駅 与野まちづくり事務所

検討エリア 与野本町駅 まちづくり総務課
（与野まちづくり事務所）

与野本町駅周辺
地区まちづくり
マスタープラン

検討エリア 南与野駅 与野まちづくり事務所

検討エリア 西浦和駅 浦和西部まちづくり事務所 検討中 R7年度末作成予定 （仮称）西浦和駅周辺
まちづくりアクションプラン

西浦和駅周辺
まちづくり方針

検討エリア 西大宮駅 日進指扇まちづくり事務所

検討エリア 大和田駅 区画整理支援課

検討エリア 七里駅 区画整理支援課

地区交通プランの推進状況
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地区交通プランの推進状況

策定済

策定済

検討中

現状分析

ポイント数

※ポイント：歩行者の歩行位置

検討準備
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 美園地区では、次の時代のまちづくりに向けて先行整理された地区将来構想『美園スタジアムタウンビジョン
2050』等に即した『美園地区エリア交通戦略』を2024年3月に策定

 ウォーカブルやバイカブル、誰もが移動しやすい地域交通環境づくりなど、交通・モビリティ分野における中長期
的な取組方向性および概ね5ヵ年の短期アクションプランを検討した内容

【参考】浦和美園地区における「エリア交通戦略」について
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道路網計画の推進状況（地区交通プランの検討・推進状況）

 関係部署に対して、地区交通プランの取組状況に関するアンケートを実施するとともに、まちづくりの動きがあ
る地区を対象に意見交換・ヒアリングを実施。

 各地区の状況を把握して地区交通プランの検討の後押しを行うとともに、地区交通プラン検討の手引きの
改善のヒントとなる意見を聴取。

 地区交通プラン検討の手引きの改善に関わる意見の内容と手引きでの対応は以下の通り。

＜意見と対応＞

No. 意見の内容 手引きでの対応
頁

1 ・同じような既存計画がある場合、それを地区交通プランと
見なして問題ないか。

・地区交通の課題を地域との協議を通じて整理し、課題解決
に取り組む計画を地区交通プランと定義することを手引きに追
記する。

7

2 ・まちづくりがある程度進んだ地区においても、社会経済情
勢に対応した交通体系の妥当性を確認するために見直し
を行うことが必要。

・都市計画マスタープランと同様の時間軸で、地区交通につい
ても見直し検討をしていく必要性があることを追記する。

7

3 ・新たなモビリティを検討する際の考え方について加筆してほ
しい。

・①現時点でさいたま市で導入が進んでいるモビリティへの対応
を検討すること、②将来的に登場する新たなモビリティの“受け
入れ余地”の確保としてカーブサイドを柔軟に活用していくことに
ついて加筆する。

12

4 ・自動二輪の駐輪についても検討が必要。 ・駐輪場について記載している項目において、自転車と併記す
る形で自動二輪も追記する。

19

5 ・検討対象範囲（エリア）の考え方について加筆してほしい。 ・地区について検討するベースとなる既存計画がある場合は、そ
の範囲を設定し、特に既存となる計画がない場合は、鉄道や
幹線道路等に囲まれた範囲で検討することについて加筆する。

25
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道路網計画の推進状況（地区交通プランの検討・推進状況）

 地区交通プラン検討の手引きの改善にあたっては、国や社会経済情勢の動向を踏まえるために、国の審議
会・委員会において直近で議論されている内容を確認し、取りまとめられた資料等を元に反映を検討。

＜確認した国の審議会・委員会の議論の内容と手引きへの反映＞

No. 審議会・委員会名 手引きに反映を図るべき、
参照を促すべきポイント 手引きへの反映

頁
1 「人中心の道路空間」の

あり方に関する検討会
・人中心の道路空間の実現に向けた、歩道
と路肩等の柔軟な利活用

・新たな道路の使い方において、カーブサイドスペースの
柔軟な活用が重要であることを追記する。

20

2 都市交通における自動
運転技術の活用方策に
関する検討会

・沿道のニーズの多様化に対応したカーブサ
イドの利用検討

3 ・自動運転化を見据えた駅前広場空間の
検討のポイント

・自動運転技術が普及していった場合の可能性として、
①広場空間を段階的に合理化・最適化していくこと、
②移動の自由度の向上による駅周辺への交通集中
の高まりへの対応が必要となることを追記する。

16

4 安全で快適な自転車
等利用環境の向上に関
する委員会

・自転車ネットワーク路線の選定の考え方 ・自転車において検討すべき要素を記載している項目
において、この考え方を追記する。

11

5 ・自転車ネットワーク検討における道路状況
の整理項目

・自転車ネットワークの検討における分析項目において、
不足している項目を追記する。

29
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２‐２．道路整備計画の進捗状況
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道路整備計画の進捗状況

 事業中路線のうちR5年度〜R6年度にかけては、一般国道463号越谷浦和バイパス鶴巻ランプ（DIGラ
ンプ）および都市計画道路道場三室線（2工区）が開通した。概要は以下の通り。

 ２路線について整備前後によるモニタリングを実施する。

一般国道463号越谷浦和バイパス鶴巻ランプ（DIGランプ）

【開通】
令和5年11月14日（火）

【整備目的】
一般国道463号越谷浦和バイパス鶴巻ランプは、東北自動車
道、国道122号、国道463号バイパスを立体交差により接続し、
相互を連結する道路である。ランプの整備により、浦和IC周辺
の交通混雑の緩和及び東北自動車道とのアクセス機能の強化、
緊急輸送道路のネットワーク強化が期待される。

【位置図・案内図】

都市計画道路 道場三室線（与野中央通り～新大宮バイパス）

【開通】
令和6年4月23日（火）

【整備目的】
都市計画道路 道場三室線は、市内を東西に結ぶ広域幹線道路
であり、本事業により4車線の道路ネットワークを形成し、国道
463号や主要地方道さいたま鴻巣線の慢性的な交通混雑や
渋滞の緩和が期待される。

【位置図・案内図】

道場三室線2工区
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道路整備計画の進捗状況（鶴巻ランプの整備効果・所要時間および交通量）

 一般国道463号越谷浦和バイパス鶴巻ランプの開通により、Iランプに交通量が転換したことで、国道122
号や県道さいたま鳩ケ谷線の交通量が減少した。

 交通量の変化により、従来の国道122号ルートと比較して３分の所要時間短縮効果が見られている。
 鶴巻ランプの開通により本市都心方面（浦和）への利便性が向上した。

浦和本線
料金所

鶴巻Iランプ
ルート

（整備後）
国道122号

ルート
（整備前）

新見沼大橋
有料道路料金所

所要時間の変化 交通量の変化

浦
和IC

出
口

新
見
沼
大
橋

有
料
道
路
料
金
所

【整備前】国道122号ルート

約8分
【整備後】鶴巻
Iランプルート

約5分

約３分短縮
※整備前：令和4年11月1日（火）、整備後：令和6年10月22日（火）

交通量調査地点①
（国道122号の南行き）

交通量調査地点③
（国道463号の西行き）

交通量調査地点②
（さいたま鳩ケ谷線の北行き）

※整備前：令和4年11月1日（火）、
整備後：令和6年10月22日（火）
混雑時（7時台、8時台、17時台、18時台）の所要時間を利用

17,841

5,894

9,231

17,237

5,526

10,750

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

①国道122号 ②さいたま鳩ケ谷線 ③国道463号

整備前ルート 整備後ルート

（台/１２時間）

整備前 整備後
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7,605 7,352 7,6727,495

13,244

5,475

0

4,000

8,000

12,000

16,000

④国道463 ⑤道場三室線 ⑥さいたま鴻巣線

（台/１２時間）

整備前 整備後

道路整備計画の進捗状況（道場三室線２工区の整備効果・交通量）

 道場三室線の開通により、道場三室線の交通量が増加し、並行路線である国道463号や県道さいたま鴻
巣線の交通量が減少した。

①

②

③

④

⑤

⑥

断面A
断面B

整備箇所
道場三室線（2工区）

交通量の変化

断
面A

断
面B

13,807

6,820

11,829

9,486

5,422

0

4,000

8,000

12,000

16,000

①国道463 ②道場三室線 ③さいたま鴻巣線

（台/１２時間）

整備前 整備後

転換

転換

未
整
備

※整備前：令和4年11月8日（火）、整備後：令和6年10月24日（木）
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道路整備計画の進捗状況（道場三室線２工区の整備効果・所要時間）

 道場三室線の開通により、常盤七丁目⇔下大久保交差点の走行時間が短縮した。前頁で示した交通量
の転換によって整備された道場三室線ルートだけでなく、従来の一般国道463号ルートでも短縮効果が見
られている。

常盤
七丁目

下大久保

常
盤
七
丁
目

下
大
久
保

【整備前】一般国道463号ルート

約21分

【整備後】道場三室線ルート

約19分

【整備後】一般国道463号ルート

約16分

約2分短縮

約5分短縮

※整備前：令和4年11月8日（火）、整備後：令和6年10月24日（木）
混雑時（7時台、8時台、17時台、18時台）の所要時間を利用

整備箇所
道場三室線（2工区）
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３．データモニタリング
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道路整備計画の推進状況（利用するビッグデータの確認）

 過去も含めた任意の期間で分析できることや、72時間（3日）前のデータから分析が可能であるなど、モニタリ
ングする上でデータの柔軟性があることからTOMTOMデータを活用することとした。

 TOMTOMデータは、2018年からはiOS用のマップ向け地図の提供を始めており、iphoneユーザーの位置情報
から情報を取得し日本市場では5000万台以上のプローブデータを収集している。

 TOMTOMデータの信頼性を把握する上で、道路交通センサスでのさいたま市旅行速度と比較検証した結果と
して一般道では道路交通センサスに対して±1.0km/h以内であることからデータの信頼性は高い。

出典：旅行速度整理表（都道府県別道路種別別） 全国道路・街路交通情勢調査
TOMTOM Traffic Statsより算出

FRC
TOMTOM
速度

（km/h）

令和3年度
全国道路・街路交通情勢調査

（km/h）

0 70.0

63.7（高速自動車国道）

67.9（都市高速道路）

64.4（高速道路計）

1 21.4
21.0（一般国道（直轄））

21.1（一般国道（その他））

2 18.2 17.8（主要地方道（都道府県道））

3 17.8 17.6（一般都道府県道）

4 18.5 17.6（一般都道府県道）

（TOMTOMデータの道路規格区分） （TOMTOMと道路交通センサスの旅行速度比較）
※さいたま市内を対象

※細街路などは除くため、FRC5以下の道路は算出対象外とした
TOMTOMは、道路交通センサスの条件と合わせるため、2021年10月の平日昼間12時間旅行速度として算出している。
なお、TOMTOMは、データが存在しているすべてのFRCを対象としているのに対して、道路交通センサスは旅行速度整
理表にて取りまとめている速度を利用しているため、算出対象リンク数は一致しない

FRC 概要 詳細

0 高速道路、主要道路 自動車専用道路に指定されている
すべての道路

1 自動車専用道路よりも低
い規格の
主要道路

重要性が高いが、正式に自動車専用道路として割り
当てられていない、国際および国内交通と輸送に使用
される連絡道路の一部

2 その他の主要道路 都道府県間を移動するために使われる
すべての道路

3 準主要道路 市町村間を行き来するために使われる道路

4 地方連絡道路
（市道含む）

すべての集落にアクセスできる、あるいは集落の一部
（北、南、東、西、中央）にアクセスできるすべての道
路

5 重要度の高い
地方道路
（主に市道）

集落内の主要な連絡路であるすべての地方道路。
（例えば、郊外、工業地帯、住宅地内の幹線道路、
国立公園や重要な観光地に接続する唯一の機能を
持つ田舎道など）

6 地方道路 集落内の移動に使用されるすべての道路、または農村
地帯の小規模な連絡道路。

7 重要度の低い
地方道路

袋小路、生活圏内の道路、路地、狭い道路など、目
的地としての機能しか持たないすべての道路

出典：TOMTOMデータユーザーガイドより翻訳
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FRC 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分
1 30.9 31.6 0.6 24.2 23.1 -1.1 14.8 20.6 5.8 23.4 27.3 3.9 18.7 22.3 3.6 19.5 20.6 1.1
2 21.0 21.4 0.4 19.5 17.6 -1.9 14.2 17.4 3.2 18.6 17.4 -1.3 19.5 19.4 -0.1 17.3 17.7 0.4
3 19.9 18.9 -1.0 17.6 16.5 -1.2 14.4 16.9 2.5 18.8 16.8 -2.1 13.6 19.2 5.5 17.5 15.7 -1.8
4 21.1 19.9 -1.2 17.3 17.2 -0.1 14.9 15.8 0.9 19.7 18.9 -0.9 15.7 16.9 1.1 20.5 18.6 -1.9

FRC 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分 2021年10月 2024年10月 差分
1 14.9 15.7 0.8 19.6 19.1 -0.5 22.5 19.9 -2.6 21.5 22.4 0.9 21.2 21.8 0.5
2 16.3 16.0 -0.4 18.6 17.6 -1.0 17.2 16.6 -0.7 20.7 19.9 -0.8 18.2 18.1 -0.1
3 16.4 16.8 0.3 15.1 14.7 -0.4 17.3 17.7 0.4 23.3 19.6 -3.7 17.8 17.6 -0.2
4 15.3 16.0 0.7 16.2 15.9 -0.3 19.1 16.1 -2.9 22.7 21.3 -1.4 18.5 17.9 -0.6

浦和区 南区 緑区 岩槻区 市全域

西区 北区 大宮区 見沼区 中央区 桜区

道路整備計画の推進状況（市内全域の旅行速度の変化・ビッグデータの活用）

 本市全域での2021年10月および2024年10月のリンク別旅行速度結果を示す。
 本市全域では、直近3年で旅行速度は横ばい傾向であるが、大宮区や中央区では旅行速度の上昇が見
られる。

 次年度以降も引き続きビッグデータを用いて、市内の旅行速度をモニタリングする予定。
（2024年10月平日旅行速度）

※昼間12時間（7～19時）旅行速度

（km/h）

（2021年10月平日旅行速度）
※昼間12時間（7～19時）旅行速度

出典：TOMTOM Traffic Statsより算出

（km/h）

（km/h）

【参考】（TOMTOM FRC対応マップ）

FRC

FRCについて
1：国道17号BPや国道463号などが該当
2：産業道路、第二産業道路などが該当
3：さいたま鳩ケ谷線（県道105号）など
が該当
4：市役所通りなどが該当

2km/h以上上昇 ±2km/h以内 2km/h以上低下
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道路整備計画の推進状況（鶴巻ランプの整備効果・ビッグデータの活用）

 鶴巻ランプの整備効果として、鶴巻ランプを通過する東北自動車道上り線および国道122号の南行き断面の
流出先をTOMTOMデータを利用して確認した。

 サンプルベースではあるが、大門北交差点経由の２倍強の方が鶴巻ランプを利用して本市都心方面（浦和）
へ向かっている状況にある。

 確認として、東北自動車道上り出口方向のサンプル数を見ると鶴巻ランプ整備前後で全体的に増加がみられ
るが、浦和IC（鶴巻ランプ）の上昇率が最も高いため、前後のIC・JCTから利用が転換した可能性がある。

（整備前：2023年10月平日 流出先） （整備後：2024年10月平日 流出先）

出典：TOMTOM O/D Analysisより算出（7時～19時の昼間12時間でのODにて算出）

※色が濃いほど、線が太いほど多くの方が利用しているリンク

対象断面 対象断面

約1,800サンプル

約4,400サンプル

大門北交差点 大門北交差点

約1,700サンプル

IC 整備前 整備後 差分

岩槻IC 18,055 21,187 +3,132（＋17.3%）

浦和IC（鶴巻ランプ） 24,510 31,790 +7,280（＋29.7%）

川口JCT 56,733 71,696 +14,963（＋26.4%）

（東北自動車道上り出口方向のサンプル数の比較）
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道路整備計画の進捗状況（道場三室線２工区の整備効果・ビッグデータの活用）

 道場三室線の開通により、平行道路である「埼大通り」、「市役所通り」においてもリンク別の平均旅行速度
が向上している（ 部分）。

 ビッグデータを用いた速度の変化を見ても整備効果があったことが把握できる。

（km/h） （km/h）

（整備前：2023年10月平日 7-19時平均） （整備後：2024年10月平日 7-19時平均）

出典：TOMTOM Traffic Statsより算出
※TOMTOMデータの結果はシングルリンクでGISデータが出力されるため上り線、下り線のリンク別平均旅行速度の低い方が図化される

西進：18.0～18.1km/h

西進：19.2～28.9km/h
（最低速度：1.2km/h上昇、最大速度：10.7km/h上昇）

東進：14.9～29.9km/h
東進：21.3～30.0km/h
（最低速度：6.4km/h上昇、最大速度：0.1km/h上昇）
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道路整備計画の進捗状況（道場三室線２工区の整備効果・ビッグデータの活用）

 道場三室線の整備前後による経路を見ると、流入側、流出側ともに整備前は国道17号BPを通行するよ
うな経路がほとんどであるが、整備後は東西南北全方向から、かつ広域的な経路での利用が確認できる。

出典：TOMTOM O/D Analysisより算出（7時～19時の昼間12時間でのODにて算出）

（整備前：2023年10月平日 流入元） （整備後：2024年10月平日 流入元）

（整備前：2023年10月平日 流出先） （整備後：2024年10月平日 流出先）

川越市

ふじみ野市

富士見市

志木市 蕨市

川口市
埼大通り

流入流出確認断面

（断面位置）

川越市

ふじみ野市

富士見市

志木市 蕨市

川口市

川越市

ふじみ野市

富士見市

志木市 蕨市

川口市

川越市

ふじみ野市

富士見市

志木市 蕨市

川口市

流入流出確認断面

流入流出確認断面

流入流出確認断面

流入流出確認断面

※色が濃いほど、線が太いほど多くの方が利用しているリンク
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【参考】道路整備計画の進捗状況（一般国道122号蓮田岩槻BPの整備効果・ビッグデータの活用）

 参考として、一般国道122号蓮田岩槻BPのうち令和6年9月30日に暫定供用された区間（加倉北交差
点〜平林寺橋交差点までの約2.8km）の整備効果を確認した。

 整備前では、20km/hを下回る区間もあったが、全体的に50km/hとなっている。
 当該区間は、令和7年3月12日に事業区間4.1kmすべてが供用開始されたため、次年度も引き続きモニ
タリングを実施。

（一般国道122号蓮田岩槻BP）

出典：一般国道122号蓮田岩槻バイパス
（https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/018/007/006/004/p
068661.html）

（整備前：2023年10月平日） （暫定供用後：2024年10月平日）

（km/h） （km/h）

平林寺橋交差点

加倉北交差点

平林寺橋交差点

加倉北交差点

出典：TOMTOM Traffic Statsより算出

https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/018/007/006/004/p
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道路整備計画の推進状況（道路整備計画の基本方針３の評価項目の内容がどう変化しているかの確認）

 直近10年の本市における事故件数は2020年までは減少傾向が、2020年以降は横ばいであったが、
2024年は減少に転じている。

 メッシュ別に事故発生件数の差分を見ても、全体的に寒色系（減少）が見られるが、鉄道駅周辺などで
は増加傾向が見られる状況にある。

 次年度以降、基本方針3の路線で供用開始された路線について路線周辺での事故件数の比較を実施
⇒特に幹線道路の整備が生活道路の事故減少に寄与しているか否かを確認

出典：埼玉県警事故データ

4,428 4,360 

4,053 

3,629 

3,288 

2,869 
3,022 2,930 

3,083 

2,463 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（件） 全人身事故

(年

（2020年～2024年 - 2015年～2019年の事故件数差分） （直近10年間の本市の人身事故件数推移）
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【参考】道場三室線２工区での事故推移

出典：埼玉県警事故データ

 歩道の整備も実施した道場三室線の事故件数推移を参考として示す。
 道場三室線2工区周辺500mにて供用開始前の7か月間（2023年5月〜12月）と供用開始後の7か
月間（2024年5月〜12月）で事故件数を比較すると８件減少がみられた。内訳をみると徒歩・自転車
関連が8件減少している。

 生活道路では減少傾向が見られる。これは、幹線道路整備によって生活道路への通過交通が減少したこと
が要因と考えられる。

 次年度以降、基本方針3の路線が供用した場合に同様のモニタリングを実施する。

30
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2023年5月～12月 2024年5月～12月

（件） 8件減少
道場三室線2工区周辺の事故件数差分

（2024年5～12月、2023年5～12月）

道場三室線2工区周辺の件数推移
（2024年5～12月、2023年5～12月） 全事故
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2023年5月～12月 2024年5月～12月

（件） 8件減少

道場三室線2工区周辺の件数推移
（2024年5～12月、2023年5～12月） 徒歩・自転車関連
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４．その他モニタリング
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道路事業に関する最新動向（路肩等の利活用）

 「人中心の道路空間」のあり方に関する検討会では、路肩等に賑わい施設や休憩施設、交通アクセス機
能、緑化等、多様な機能をもたせる空間を設置し、ほこみちと連携しつつ、路肩等の柔軟な利活用を検討
している

 本市においても多様なニーズに応える道路空間の構築に向けて道路網計画、道路整備計画の次期計画
に反映することを想定

出典：第1回「人中心の道路空間」のあり方に関する検討会 資料2路肩等の柔軟な利活用事例（国土交通省）
（https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/people-centered_road-space/doc01.html）

https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/people-centered_road-space/doc01.html


31

道路事業に関する最新動向（自動運転の活用）

 将来的な自動運転の活用に向け、自動運転技術の都市への影響可能性の抽出・整理及び自動運転技
術の活用についての検討を行うため、都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会を設置

 自動運転社会の実現に向けて道路網計画、道路整備計画の次期計画に反映することを想定

出典：第３回都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会（R7.2.17）会議資料（国土交通省）
（https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_fr_000133.html）

https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_fr_000133.html
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道路事業に関する最新動向（R6年6月改定安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン）

 自転車活用推進法及び第二次自転車活用推進計画を踏まえて、車道通行を原則とした自転車ネット
ワークの形成を一層推進するため、安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインを改定

 4種1級の道路であってもやむを得ない箇所については、路肩や植樹帯を省略することが可能となった。
 本市においても多様なニーズに応える道路空間の構築に向けて道路網計画、道路整備計画の次期計画
に反映することを想定

※4（車線の分離等）第６条第４項

中央帯の幅員は、（略）次の表の中央帯の幅員の欄の上欄に掲げる値以上とするもの
とする。ただし、（略）地形の状況その他特別の理由によりやむを得ない箇所について
は、同表の中央帯の幅員の欄の下欄に掲げる値まで縮小することができる。

拡
大
表
示

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 令和６年６月 （国土交通省・警察庁）
（https://www.mlit.go.jp/road/road/bicycle/pdf/guideline.pdf）

https://www.mlit.go.jp/road/road/bicycle/pdf/guideline.pdf
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５．今後の道路整備のあり方
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現状の道路ネットワーク構築に向けた推進状況

 本市の道路ネットワークに関する基本計画として「道路網計画」があり、道路網計画の実施計画として、「道
路整備計画」を策定し、目指すべき道路ネットワークの構築を進めている

 現「道路整備計画」では、10年を計画期間とし、優先的に着手する路線を「事業化予定路線」と位置付
け、計画期間内に事業着手（都市計画事業認可取得）を目指している

さいたま市道路整備計画
（実施計画）

さいたま市道路網計画
（基本計画）
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今後の道路整備のあり方

 道路ネットワーク整備事業を取り巻く状況に変化が見られ、道路に関するビジョンである「2040年、道路の
景色が変わる」、 道路に関して今後取り組む具体的な政策集である「WISENET（ワイズネット）
2050」、カーブサイドマネジメント、自動運転技術の進展など、様々な動きが見られる

 これらの考え方を取り入れて、次期道路整備計画に向けて今後の道路ネットワークの構築の方向性を検討
することを想定

WISENET（ワイズネット）2050
2040年、道路の景色が変わる

カーブサイドマネジメントの考え方
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今後の道路整備のあり方

 現状、道路整備計画においては、アウトプット指標（道路ネットワークの整備延長、主要渋滞交差点の減
少箇所数、歩道の整備延長）を位置づけて、目標達成に向けて取組を進めているが、次期道路整備計
画ではアウトカムの考え方での目標値の設定を想定

 次回改定時に数値目標を設定予定

現道路整備計画における目標値

＋

交通事故件数

CO2排出量

アウトカム指標（イメージ）

平均旅行速度
ピーク時旅行速度


